
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
県注力北千葉道路 既開通区間は全体65％ 
北千葉道路は、常磐自動車道と東関東自動車道のほ

ぼ中間に位置し、首都圏の東京外かく環状線から千葉

NTを経て、成田国際空港を結ぶ全長約 43kmの一般
国道。北千葉道路の整備により、首都圏北部や県西地

域と成田国際空港間のアクセス強化、沿線地域相互の

交流と物流の効率化などが期待されることから、千葉

県として早期開通に注力する路線でもあります。 
これまで、平成 24年 5月に千葉NT内掘割部（白
井市谷田～印西牧の原駅付近）の 6.5km、平成 26年
7 月には同掘割部（印西牧の原駅付近～印西市鎌苅）
の 3.5kmが相次いで供用開始したものの、既開通部分
は全体の 65％にあたる 43kmにとどまっており、市川
～鎌ヶ谷間と印西～成田間の計23kmは未開通のまま
となっていました。 

 
本体工事は年内完了/通学路安全確保を期待  
そのような中進められてきたのが、印西市若萩～成

田市大山（13.5km）の北千葉道路・東側延伸事業です。
成田市大山地区では、「空港通り」と呼ばれる国道 295
号に接続することになり、まさに成田国際空港の目と

鼻の先に繋がることになるのです。 
今回開通するのは、印旛日医大駅に近い印西市若萩

から印旛沼甚兵衛大橋に程近い成田市北須賀までの 
4.2km区間。年内には交差点改良や舗装工事等の本体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
工事が終了し、ガードレール等の安全施設工事の後、

来年 2月の供用開始が見込まれていることが、関係者
の話によりわかりました。 
これまでは、印西市若萩から印旛沼方面へと大きく

迂回することを余儀なくされ、特に朝夕は印西市境田

交差点での渋滞が深刻なものとなっていました。境田

交差点付近は、地元中学生が自転車で通う通学路とな

っているだけに、子どもたちの安全がいくばくかでも

確保できるのではないかと期待するところです。 
 

西側延伸事業 9/16に連絡調整会議開催 
一方、鎌ヶ谷～市川間の西側延伸区間（9.6km）は
用地取得が難しく事業は進捗していません。県では国

直轄化を要望し、ようやく 9/16に関係者間での調整会
議が開催されたばかり。まだまだ時間はかかりそうで

すが、印旛、印西地区から市川、松戸までのアクセス

強化のために、いち早い開通を働きかけてまいります。 

北千葉道路（日医大～成田北須賀間） 2 月供用開始へ 
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国道４６４号 北千葉道路 
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文化審 漢字「とめ・はね」の違い許容～教育現場徹底課題 
文科省では 60 年以上にわたり「緩やか基準」 

文化庁の文化審議会漢字小委員会は今年 2 月、漢字

文字に関する指針を発表しました。手書き漢字で「と

め」「はね」等に細かい違いがあっても誤りではなく、

多様な字形が認められるとされたのです。 
報告書は 2136 ある全常用漢字の字形例を示しなが

ら、漢字の「とめ・はね・はらい」の他、線の長短や

方向等、字形の違いがあっても、文字の骨組みにあた

る字体の違いがなければ誤りと判断することはできな

いとしています。 
実は、文科省（文部省）では 1949 年の「当用漢字

字体表」以来、漢字の字体・字形について、その文字

特有の骨組みが読み取れるのであれば誤りとしないと

してきました。現に 2010 年の文科省通知でも、「児童

生徒が書いた漢字の評価については、指導した字形以

外の字形であっても、指導の場面や状況を踏まえつつ、

柔軟に評価すること」とし、「とめ・はね」等の違いが

あっても誤りとしないことを求めています。 
 

統一教科書字形の絶対視がきっかけ 

では、漢字細部へのこだわりが始まったのは、一体

いつ頃のことでしょうか？それは、1960 年代初頭だと 
言われています。 
戦後まもない時期、教科書ごとに使用された漢字の

字形はバラバラだったそうですが、1961 年の文部省通

達により字形統一が図られます。すると、小中学校等

の教育現場で教科書字形を絶対視した、細部にこだわ

った指導が始まったのです。教科書文字に合わせ、「木」

の 2 画目の縦棒ははねてはならない、「天」は上の横棒

が長くなくてはならない等です。 
しかし、印刷文字として字形統一がなされただけで、 
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その字形だけが正しいとした指導は無理があります。

印刷文字の漢字も手書き文字の漢字も同じ字体を備え

えていれば、漢字としてはどちらも正しいのですから。 
なお、1961 年に統一したというものの、教科書ごと

に微妙な差が残っており、1977 年に完全な字形統一が

なされるまで、使用教科書によって正しいとされる漢

字字形が異なるという矛盾も発生しています。 
  

公立高校入試でも誤答とされるケースが… 

 ある県の公立高校入試では、「招」の手へんがはねて

おらず誤答（全体の 5.7％）、「慣」のりっしんべんがは

ねていて誤答（同 5.4％）とされる等しており、受験生

にとって切実な問題であることは間違いありません。 
 整った読みやすい漢字を心がけることは大切にしな

ければならない一方で、とめ・はね等に細かい違いが

あっても誤りでなく、多様な字形が認められるという

ことを、入学試験の評価や学校教育の指導にあたる学

校関係者へ周知徹底させることが必要です。 

常用漢字表の字体・字形に関する指針（報告）より抜粋 
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